
1

花を散らす風が吹く庭で、雪のように花びらが降るのではなく、年をとって古くなっていくのは私自身なのだなあ。

我が家の庭の桜も散り始めました。花吹雪がきれいですが、任期も終わりに近づき、何となくわが身のようだと詠われ
ているこの歌と同じような心境になりました。

4 月は雑誌月間です。

RI の公式機関誌「ザ・ロータリアン」及び世界 31 の地域雑誌の購読と、活用促進に役立つプログラムを実施する月間で、
雑誌「ロータリーの友」などに対する認識を深め、それによってロータリーの情報の普及を図ることが目的です。

ロータリーの雑誌は世界に開かれた情報の窓です。世間ではロータリークラブを知っている、また聞いたことがあると
いう人は 1 割程度だそうです。ロータリーへの理解と認知度を高めるには、まず第一にロータリアン自身がロータリー
を学ぶことが大切です。

その手段として例会があり、又、情報手段に「ロータリーの友」があるのです。

「ロータリーの友」の購読はロータリアンの義務とされております。

“ 購 ” の方は１００% 達成でご同慶に耐えません。“ 読 ” の方はいかがでしょうか？目的は達成されているでしょうか？

地区のロータリーの友編集委員会 地区代表の河村嘉男委員は奉仕を尊び、思いやりの心を持って「ロータリーの友」
の編集に熱心に取り組んでおられ、その努力と英知に敬意を払います。

私もそのご苦労に対し感謝して読んでおります。

“ 読まれざるベストセラー ” ではなく、“ 読まれる本 “ へと変身させて下さい。

「ロータリーの友」という雑誌がなければ世界のロータリーの情勢、ＲＩの方針や日本各地のロータリー活動を知ること
はできません。新会員にとっては教材となり、ベテラン会員にはロータリアンとしての位置づけを再確認、もしくは思
い出させてくれます。

雑誌月間のこの時期に、もう一度是非「ロータリーの友」を手元に引き寄せて読んでください。
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地区広報・雑誌委員長　硲 伸夫
地区広報委員会の目標は、「ロータリーとロータリアンの魅力を広く社会に伝える
ことによって、ロータリーの公共イメージを高めること」です。

人の脳細胞は 1000 億～ 2000 億個あり、これらの細胞が相互に情報を交換する
ことによって人格が形成されると言われています。また、人は一人では生きられず、
互いに繋がりたいという習性を持っているといいます。これによって、人は相互に
情報を交換し、絆を深め、社会の品格を形成していくものと思っています。

私はロータリーについても、ロータリアンの「感動の共有」「感動の絆」がロータ
リーの魅力とロータリーの公共イメージを高めるものだと信じ、この 4 年間、委員長として「広報・雑誌委員会」の
充実に努力してきました。

まず、初年度と 2 年度は、一般的な情報伝達手段を用いて、一般の人にも理解いただけるロータリー紹介のパンフ
レットの発行と、ロータリアンの人間性を分かっていただけることを目的として、中部経済新聞にロータリアンのエッ
セイ「私とロータリー」の掲載を行ってきました。「私とロータリー」には延べ 110 名の方々にご協力いただき、よ
い連載が出来ました。これによって「広報・雑誌委員会」の基本的な活動方向は出来あがったものと思っています。

しかし、このような情報伝達手段には、①情報が一方通行であり、しかも、限られた情報しか伝達できない。②人
間が本来要求する双方向の情報交換が困難である。③情報の広さスピードがこれからの情報社会にはついていけな
いという問題があります。

これからのロータリーには、IT の発達に従って、ますます、より速く、より広い「感動の共有」「感動の絆」が求め
られるようになってくると思います。私達ロータリアンはこれに間違いない対応を模索して行かなければなりません。
広報・雑誌委員会は本年度から広報のＩＴ化を全面展開することにしました。将来的にはＳ

※
ＮＳを活用した世界のロー

タリアンとの相互情報交流が出来ることを期待しています。

雑誌月間

雑誌月間に寄せて

一宮北ロータリークラブ創立５０周年記念式典
一宮北ロータリークラブ　会長　森 正志

当クラブは２０１３年３月１５日に創立５０周年を迎えました。それを祝して３月１７日に名古屋観光ホテルにて当クラ
ブの会員、ご家族とそして関係者１１２名の方々にお集まりいただき、記念式典、祝賀会を催しました。
ロータリー関係者として２７６０地区千田毅ガバナーと多くのパストガバナー、西尾張分区から会長、幹事などにご出
席いただきました。
また、地元からは、一宮市長　谷一夫様、一宮商工会議所　会頭　森克彦様にもご出席いただきました。

記念式典は吉田哲夫会員の司会で、水野憲司実行副委員長の開会の挨拶で始まりました。記念事業の発表を大森克孝
実行委員長より行い、当クラブの新たな事業として設けられた花水木賞

（一宮における文化・教育・国際交流・まちづくりなどの活動において多
大な貢献があった個人や団体等を顕彰する制度）の表彰も行われました。
ご来賓の挨拶は一宮市長　谷一夫様そして千田毅ガバナーにより行われ
５０周年記念への御祝辞を頂きました。
そして、チャーターメンバーでもある豊島德三名誉実行委員長より創立
当時から現在に至る「一宮北ロータリークラブ５０年の歩み」の発表を
行いました。

祝賀会のオープニングは、狂言師　野村又三郎氏による演目「三
さんばそう

番叟」
の舞台で始まり古典芸能に対する認識をあらたに出来ました。
祝賀会は則武克彦会員の司会で、大森克孝実行委員長の開会の挨拶、乾
杯を盛田和昭パストガバナーのご発声により行われ会食に移りました。
途中「戦国姫隊」によるサプライズな演出があり、祝宴に花を添えて頂
きました。
加藤勉祝賀会委員長による閉会の挨拶により、盛大で厳かに行われた記
念式典が終了しました。
ここに、ご参加下さいました皆様と、当クラブの活動を支えて下さいまし
た各クラブの皆様に、心より感謝申し上げます。

会 長 　 森  正 志

野村又三郎の一
いっか ん ま い ば や し

管舞囃子「三
さ ん ば そ う

番叟」

お知らせ
※ SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）とは、社会的ネットワークをインターネット上で構築するサービス
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田原ロータリークラブ　ＲＹＬＡセミナー実行委員長　冨田雅則

地区新世代奉仕委員長　秋田敬治

ガバナー
活動報告ＲＹＬＡセミナー報告

第２回地区内クラブ新世代奉仕委員長会議　報告

平成２５年２月２３日（土）、２４日（日）、渥美半島伊良湖岬近くの伊良湖シーパーク＆スパにおいて、第２１
回ＲＹＬＡセミナーが開催されました。不便な場所にもかかわらず、県内各地より１２０名の受講生をはじめ、
１５０名ほどの関係ロータリアンにお集まりいただき盛大に開催することができました。今回のテーマは「平和」
サブテーマに「ふれあい・思いやりの向こうに平和 ( やすらぎ ) がある」として、基調講演には、田原市出身のプ
ロフリークライマーの尾川とも子氏のお話をいただき、その後、６分科会に分かれテーマに沿ってグループワー
ク１部、２部と議論を深め１日目を終了し、次の日、受講生たちには、朝早くから渥美半島の冬の風物詩の強風の中、
寒さにもめげずホテル前の海岸を清掃しました。その後、朝食をとり、グループワーク３部で前日の議論をまとめ、
分科会ごとに発表を行いました。大きなテーマではありましたがそれぞれの分科会ともよくまとめあげ、素晴らし
い発表であったと思っています。

終わりに、千田ガバナーはじめ関係ロータリアンの皆様、また、地区ＲＹＬＡ委員会の皆様の御指導の下、無事
にホストクラブとしての役目を務めさせていただきましたことを深く感謝申し上げ、ＲＹＬＡセミナーの報告とさ
せていただきます。

2013 年 2 月 23 日（土）*RYLA セミナーと併設
12:30　RYLA セミナー開講式に参加
13:00　基調講演「ふれあい・思いやりの向こうに平和がある」
　講師　日本人初の女性プロフリークライマー　尾川とも子氏
*15:30~17:30　第 2 回地区内クラブ新世代奉仕委員長会議
　地区インターアクト委員会主催「IAC 顧問 ･ 委員長会議」に体験参加

伊良湖シーパーク & スパ　田原市伊良湖町宮下

・特別出席者　千田ガバナー・田中ガバナーエレクト・近藤ガバナー
   ノミニー・栁澤地区幹事・榊原次期地区幹事・野田地区副幹事　6 名

・地区 IA・RA・RYLA･YEP 委員会　正副委員長 & 委員　30 名
・60RC 新世代奉仕（IA・RA･RYLA･YEP）委員長　66 名
・地区内 IAC 顧問　10 名　　計 112 名

RI の常設プログラムであるインターアクトクラブ・ローターアクトクラブ・RYLA・青少年交換は単年度
で完結する活動ではなく、継続性が求められる事業であり、各 RC も地区も多年度に亘って取り組みを
続けてきているのが実情であります。継続事業であるが故に、RC 内だけでなく、外部の団体や関係者
への責任も大きなものがあります。その活動の目的や理念を理解して実践し、新世代奉仕の各事業が実
りあるものに成ることを期待しております。今回はインターアクトクラブを支える地区インターアクト委
員会主催の「IAC 顧問先生と各提唱 RC インターアクト委員長」の会議（海外派遣研修・年次大会・各
IAC の奉仕活動・相互交流状況の報告他）に体験参加して、IAC 提唱の意義について体感して頂く場と
致しました。今回のこの試みがインターアクトクラブを提唱していない RC にとって、新世代奉仕活動の
大きなインパクトとなり、今後この地区のインターアクトクラブ拡大の起爆剤になれば幸いです。

開催日時：

開催場所：

登録者数：

開催趣旨：

分科会発表会 尾川ともこ氏講演 朝の海岸清掃活動
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地区米山奨学委員長　中島 実

ガバナー
活動報告

米山奨学 期間終了 歓送会 指導教員 感謝の会

場所：キャッスルプラザ　　日時：平成 25 年 3 月 2 日（土）　17：00 〜 20：00

米山奨学生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。皆様方は、
素晴らしい、優秀な方々ばかりでした。そして本日、見事に英
語版 「サティ・フィ・ケート」 を受取られ、立派な指導者として、
御活躍される事を期待してやみません！

又、世話クラブを代表してのカウンセラーや、米山委員長の皆
様方、日本のお父さん、お母さんとして、かわいい我が子が、
新しく巣立ち、羽ばたこうとする、記念すべき日です。これか
らもこの絆を大切に見守ってあげて下さい。指導教員の先生方
にも特別にご参加頂き、御礼と感謝の気持ちを込め、お招きさ
せて頂き、奨学事業の意義を御理解頂き、次年度も、ふさわし
い学生推薦を、宜しく、御願い申し上げます。

奨学事業の価値は、どんな奨学生に育てたか、育ってくれたか
が、真髄と言われ、ロータリアンとの交流を通じて、奉仕の精
神に触れ、人生観、職業観を深めると同時に、双方にとって大
きな深い感動を生む事業だからこそ、５０年以上の長きに渡り、
継続された、源、と言われていますので、どうか、今日からは、
私達ロータリアンの仲間入りとして、米山学友会の一員として今
後の御活躍を心より御祈念申し上げます。 中島 米山奨学委員長
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地区社会奉仕委員長　長瀬　輝代之

ガバナー
活動報告

２０１３年３月７日、名鉄グランドホテルに於いて、第２回地区内社会奉仕・ＲＣＣ・環境保全委員長会議を行い、
ガバナーはじめおよそ１００名の委員長・関係役職の方々にご出席頂きました。

会議の主題は、各クラブの現在の活動状況の報告でした。代表１０名の方々に発表してもらって、これからの奉
仕活動に役立てて頂くというのが狙いでしたが、大いに参考になったと思います。

予め各クラブの活動調査を行ったところ、６７クラブのご協力を頂きました。

活動の内訳は、文化教育・・３１クラブ、福祉・・２２クラブ、環境・・２０クラブ、安全（震災）・・１８クラブ、
健康・スポーツ・・９クラブでした。（重複クラブあり）

それぞれのクラブの活動の大きな後押しとなっているのは、新地区補助金で、２８クラブがこの補助金を利用し
ています。

今回の様な活動報告会は、各クラブの活動が活発になる為の情報交換の場であり、懇親を深め、協力し合ってこ
れからの活動を大いに盛り上げてもらいたいと思います。

この様な流れで委員長会議は無事終了し、懇親会が行われました。

千田毅ガバナー挨拶
奉仕活動代表者の発表

名古屋守山ＲＣ　伊藤陽介さん
奉仕活動代表者の発表
安城ＲＣ　石川博さん

２０１３－２０１４年度　ガバナー事務所　事務局長　柴田高広

２０１３－２０１４年度  地区チーム研修セミナー報告

３月９日（土）ウェスティンナゴヤキャッスルにおいて、国際ロータリー第２７６０地区の「次年度地区チーム研
修セミナー」が開催されました。
千田毅ガバナーをはじめ、田中正規ガバナーエレクト、近藤雄亮ガバナーノミニー、田嶋好博次期地区研修リー
ダー、次期ガバナー補佐、次期各委員長及び地区スタッフ等総勢 63 名が一堂に会しての次年度田中ガバナー体
制のスタートとなりました。
田中ガバナーエレクトからは、サンディエゴでの国際協議会の話、次年度 RI テーマ「ENGAGE ROTARY   
CHANGE LIVES」「ロータリーを実践し　みんなに豊かな人生を」についての説明、そのテーマを受け、地区のキャッ
チフレーズ「磨いて　輝こう」についての説明、そしてシドニーでの世界大会のＰＲ映像の紹介をされました。
また重点項目として「会員の意識向上、クラブのパワーアップ、地区の改革、会員増強」に関しての説明と、会
員各位の積極的な取り組みを依頼されました。続いて田嶋次期地区研修リーダーより、委員会のリーダーシップ
についてお話を頂戴しました。
その後 榊原次期地区幹事より、次年度地区組織、地区予算、地区委員会開催の案内、委員会活動費請求案内、
地区委員会とガバナー事務所メンバーの連携及び事務分担、主要行事への地区役員の出席、ガバナー事務所に
ついての説明がなされ、続いて杉田次期地区副幹事から地区協議会指導者会議、地区協議会についての説明、浅
岡次期地区副幹事から、地区大会について、三浦次期地区副幹事からガバナー月信、地区便覧についての説明が
なされました。
会議終了後には、夕景の名古屋城を見ながら懇親会が開催されました。９卓のテーブルに着席してスタートした
懇親の宴は、和気あいあいの和やかな雰囲気の中、各テーブルで様々な意見が出され、次年度地区役員相互の親
睦と結束が存分に図られました。

第２回地区内社会奉仕・ＲＣＣ・環境保全委員長会議報告
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２０１３－２０１４年度　ガバナー事務所　事務局長　柴田高広

ガバナー
活動報告

２０１３－２０１４年度 会長エレクト研修セミナー（ＰＥＴＳ）報告

２０１３年３月１６日（土）午前１０時から午後４時まで、ウェスティンナゴヤキャッスルにおいて、２１０
名が参加し、２０１３－２０１４年度会長エレクト研修セミナーが開催されました。
田中正規ガバナーエレクトによる点鐘、国歌・ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱に続き、尾﨑隆爾次期
地区監事の開会の辞により、セミナーが始まりました。
午前の部では、まず千田毅ガバナーが挨拶され、各クラブの会長、幹事の皆様に「田中ガバナーのサポート
をお願いし、また皆様の活躍されることを期待しています。」とのご挨拶がありました。
次いで、田嶋好博次期地区研修リーダーからは、「会長、幹事時代はやりがいがあり、楽しいときでした。各
クラブの歴史と考え、そしてＲＩテーマとガバナー方針を加味し、素晴らしい活動をされることを期待してい
ます。」とご挨拶をいただきました。
次いで、小山会員増強リーダーが「SAKUJI 作戦」についての取り組み報告と地区内の会員数の動向と増強の
意義と増強活動への協力を依頼されました。
次いで、田中ガバナーエレクトからは、会長エレクトの皆さんに、新年度会長となるための準備、ガバナー及
びガバナー補佐への協力依頼、そしてロータリー活動への積極取り組みの依頼がありました。
その後、サンディエゴの国際協議会の様子、次期ＲＩテーマである「ENGAGE ROTARY  CHANGE LIVES」「ロー
タリーを実践し　みんなに豊かな人生を」の説明、そのテーマを受け、地区のキャッチフレーズ「磨いて　
輝こう」についての説明、また重点項目として「会員の意識向上、クラブのパワーアップ、地区の改革、会員
増強」に関しての説明と、会員各位の積極的な取り組みを依頼されました。また活動テーマはＲＩテーマの
みとし、各クラブでは会長方針として欲しい旨の内示がありました。
また、シドニーにおける次年度国際大会に向けたＰＲビデオを鑑賞し、来年の 6 月の大会参加を呼びかけま
した。
続いて報告事項は、榊原次期地区幹事他の皆さんが、次年度の予算、クラブ計画書、報告書の説明、ガバナー
公式訪問・ガバナー補佐訪問の要領、4 月 14 日の地区協議会、11 月 23,24 日の地区大会の説明、報告など
が行われ、午前の部が終了しました。
午後は、各分区に分かれて会場を移動し昼食をとった後、分区グルー
プ懇談会が始まりました。各分区グループでは、次期ガバナー補佐を
中心として、次年度に向けた活動方向とガバナー補佐訪問、ＩＭの開
催等の意見交換が行われました。
分区グループ懇談会を終えた後、その内容を各次期ガバナー補佐より
報告が行われ、特に女性会員も含め、会員増強についての各クラブの
取り組みの話と、楽しい例会設営の話が多く出ました。
最後に千田ガバナーによる講評の後、次期地区会計長の閉会の辞によ
り、会長エレクト研修セミナーが終了しました。
  次年度に向けて大変充実した研修となり、ご参加、ご協力いただきま
した皆様に深く感謝いたします。

◎◎ 「元気なクラブになるために」　桑原 茂　2012　10p（D.2550 地区大会記念誌）
◎◎  「元気なクラブになるために」　小船井修一　2012　14p（D.2550 地区大会記録）                         　　
◎◎  「ロータリーがライラに期待するもの」　深川純一　〔2012〕　6p　（第34回青少年指導者育成セミナー報告書）
◎◎  「品格のあるスマートなクラブ　その１−３」　深川純一　2012　3p　（純ちゃんのコーナー PartXI）
◎◎  「全国ロータリー・コーディネーターセミナー　抄録」　2012　6p　（D.2500 月信）
◎◎  「12 月ロータリー家族月間について」　菅野多利雄　2012　1p　（D.2520 月信）

◎◎  「ロータリー財団のあらまし １ロータリー財団の標語、使命、６つの重点分野２わかりやすいロータリー財団モデル ３新しいロータリー財団」 
　　 D.2650　2012　3p（わたし達のロータリー財団[わかりやすい財団テキスト］）［上記申込先：ロータリー文庫]

◎◎  「世界からポリオの脅威を救うのは“ あなた ”です！！」　D.2650  2012　〔7p〕　［申込先：D.2650 FAX(075)343-2651]

「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして 1970 年に創立された皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約 2 万 3 千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。

閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献 ･ 資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。
また、一部資料はホームページでＰＤＦもご利用いただけます。

クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を致します。

〒 105-0011 東京都港区芝公園 2 丁目 6 番 15 号 黒龍芝公園ビル 3F　
TEL03-3433-6456　FAX：03-3459-7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp/

開館＝午前 10 時〜午後 5 時　　休館＝土・日・祝祭日

最近の「ロータリー情報」より

ロータリー文庫

文庫通信  306号



7

国際ロータリー第2760地区   ガバナー月信 2013 年 4 月

ポリオプラス委員会　委員長　増田　盛英

ポリオプラス委員会 報告
委員会報告

江崎柳節パストガバナーを団長として総勢 20 名で 2 月 24 日（日）のインド NID（ポリオワクチン
全国一斉投与の日）に参加すべく 2 月 22 日に出発して行って参りました。20 名の内 3 名はアクター
が参加しました。今回は、夫々が５～ 10 名の 5 歳以下の子供たちにワクチン接種することができ大変
意義深いものとなりました。前日の 23 日には 2830 地区の関場パストガバナーと合同でポリオレポー
ト会議及び印日親睦会に全員で出席して意見の交換を行い国際ロータリーの悲願であるポリオ撲滅を
することを誓い合いました。

ポリオ撲滅までもう少しのところまで来ております。END　PORIO　NOW です。撲滅までには未だ
約 10 億 $ のお金が必要です。全世界のロータリアンのご協力を節にお願いするものであります。

2 月 25 日にロータリアン 1 名とアクター 3 名は帰国しました。残り16 名の参加者でブータンに移り
25 日には昨年認証をされた ThimphuRC と交流をして友好を深めて参りました。江崎団長よりグロー
バル補助金・米山奨学生等ロータリーには色々な制度があることを説明して頂き理解を深めて頂きまし
た。

そして、3 月 1 日全員無事帰国いたしました。参加者の皆様のご協力に深く感謝するものであります。

4月27日には千田ガバナーはじめ地区役員、RAC提唱クラブにご案内をして帰国報告会を開催します。

ThimphuRC 会長と記念写真

アクターのワクチン投与 山田さんの奥さんのワクチン投与

ワクチン投与参加者

ポリオワクチン投与 PR
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西三河分区　副幹事　長田豊治

西三河分区　ＩＭ報告
ＩＭ報告

本年度の西三河分区インターシティミーティングは分区内の全員登録をいただき、碧南ロ一タ
リークラブのホストにより「思いをつなげよう・・」のテーマのもと衣浦グランドホテルにて
開催されました。前日までの悪天候にドキドキしておりましたが、当日は東海道新幹線の運行
がスムーズなのを確認してまずはホッといたしました。

　式典では加藤良邦ガバナー補佐の点鐘の後、碧南ロータリークラブ黒田昌司会長の歓迎の
言葉、森田英治ＩＭ実行委員長の挨拶、出席者紹介の後、野村重彦パストガバナー挨拶、野
田剛司地区副幹事の挨拶、加藤ガバナー補佐の挨拶と続き講演に移りました。

　講演は「思いをつなげよう・・」をＩＭのテーマとして掲げ、京都から駒井邦夫様を講師と
してお招きし「茶屋文化　伝承の内側～京都・金沢～」と題してご講演いただきました。舞妓
と芸妓の衣装や髪型の違いから始まり、茶屋文化が伝統の凝縮であることや、伝承するために
時代とともに変革をしていかなければならないこと、そして奉仕の心に相通じる文化は「奉仕
を通じて平和を」のテーマと同じではないかと語られました。

　講演の後、神谷正康次期ガバナー補佐の挨拶と、次期ＩＭホストクラブである一色ロータリー
クラブの紹介と鈴木茂朗次年度ホストクラブ会長の挨拶をいただき、加藤良邦ガバナー補佐
の点鐘で終了しました。

　懇親会のオープニングには舞妓、芸妓の踊りが披露され見入りました。乾杯の発声は田中正
規ガバナーエレクトが行われました。各テーブルでは舞妓さんの接待に、その装いに魅了され
記念写真の撮影に大忙しでありました。日本の伝統文化の魅力を再発見することが出来ました。
皆さまにはより心の平穏が増し明日からの励みになったのではないかと思います。

　散会後、多くの参加者から好評を頂き、一安心いたしました。ご参加いただいた会員の皆様
そしてホストクラブの碧南ロータリークラブの皆さんに感謝し報告とさせていただきます。全
ては、皆様のおかげと深く感謝申し上げます。

テ ー マ

日 時

場 所

思いをつなげよう・・

平成２５年２月１６日（土）　15：00 〜19：00

衣浦グランドホテル３階　

加藤良邦ガバナー補佐の挨拶

舞 　 宮 川 音 頭講 師 の 駒 井 邦 夫 氏 に よ る
舞 妓 、 芸 妓 の 装 い の 違 い 説 明
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東名古屋分区　ガバナー補佐　井上雅之

東名古屋分区　ＩＭ報告
ＩＭ報告

本年度東名古屋分区ＩＭは、平成２５年２月１８日名古屋昭和ＲＣの主催で名古屋東急ホ
テルにて開催されました。元分区代理・元ガバナー補佐各位の特別出席者の御出席を頂く
とともに、分区１１クラブ会員、５６２名の参加を頂き、天候不順にも拘らず盛会に催さ
れました。

第一部、式典の後、寺島実郎氏の講演がなされました。寺島氏はシンガポールから帰国さ
れたばかりのところ、旅の疲れを感じさせることもなく、とてもわかりやすく、「世界の
中の日本の役割」とのテーマで講演され、例えば経済規模において中国一国のみを見るの
ではなく、香港・台湾・シンガポールを含めた大中華圏として見るなど、新しい視点も披
露され、「時代認識と提言」という資料集にもとづいて具体的な数値をあげながら、日本
創生へのシナリオを話されました。１時間３０分の講演が短く感じられたほどでした。

第二部、懇親会では、大口弘和前ガバナー補佐の乾杯の御発声で宴が始まり、ＣＤデビュー
した西崎佳代子バンドの演奏を聞きながらフレンチのコース料理を堪能して頂きました。
バンド演奏の始めでは、予め各クラブから例会で歌う推奨曲をお知らせ頂いて、西崎佳代
子バンドに各クラブ毎の１１曲を演奏してもらいました。

研修と親睦の場としてのＩＭ、各クラブ間も各メンバー相互においても、交流の一助となっ
たものと感じる次第です。

テ ー マ

日 時

場 所

明日へ  未来へ  ─世界の中の日本の役割─

平成２５年 2 月18日（月） 　16：30 〜 20：30

名古屋東急ホテル
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西名古屋分区　幹事　清水順二／副幹事　黒川益次

西名古屋分区　ＩＭ報告
ＩＭ報告

今年度のＩＭはＩＭの原点に帰ろうということで、大橋昭治ガバナー補佐の強い意向で、各クラブが取り組ん
でいる特徴的な活動内容を発表する場となりました。盛田和昭パストガバナーはじめ２２名の特別出席者も加
わって、登録人数は全部で７３６名になりました。

本多満地区筆頭副幹事から、千田毅ガバナーのＩＭの成功を祈る旨のメッセージが紹介されました。また東日
本大震災被災高校生支援への協力に対するお礼がありました。

当日紹介されたクラブ発表は次表のとおりです。

懇親会では、盛田パストガバナーから「お世辞抜きできょうのＩＭは良かった」とのご講評をいただきました。
またアトラクションでは各クラブの同好会による楽器演奏、コーラス、ウクレレ演奏が披露され、まさに手作
りでＩＭの原点であるクラブ間の交流・理解を深める内容となりました。

最後に、このＩＭを準備・運営いただきました名古屋名駅ＲＣの皆様、並びに多数のご参加をいただきました
各クラブの皆様に感謝申し上げ報告とさせていただきます。

テ ー マ

日 時

場 所

奉仕と親睦　「ロータリーを　もっと知ろう、語ろう、感じよう」

平成２５年２月２０日（水）16：00 ～ 20：00

名古屋マリオットホテルアソシア１６階タワーズボールルーム

クラブ紹介（名古屋ロータリークラブ）開会のことば（大橋ガバナー補佐）

手に手つないで 出演者全員による大合唱

ク ラ ブ 名 発 表 テ ー マ 発 表 者

名 古 屋 Ｒ Ｃ ロ サ ン ゼ ル ス Ｒ Ｃ と の 交 流 姉 妹 提 携 ５ ０ 周 年 記 念 事 業 藤 原 一 朗

名 古 屋 南 Ｒ Ｃ だ い ど う ク リ ニ ッ ク の 小 児 病 棟 ク リ ス マ ス 慰 問 吉 川 公 章

名 古 屋 東 南 Ｒ Ｃ 名 古 屋 東 南 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ の 紹 介 伊 藤 素 美 子

名 古 屋 中 Ｒ Ｃ 東 日 本 大 震 災 （ 石 巻 市 立 門 脇 小 学 校 ） の 被 災 者 支 援 大 河 内 健 二

名 古 屋 大 須 Ｒ Ｃ 名 古 屋 大 須 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ の あ ゆ み 照 井 　 栞

名 古 屋 栄 Ｒ Ｃ 名 古 屋 栄 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 紹 介 古 川 聡 一

名 古 屋 丸 の 内 Ｒ Ｃ カ ン ボ ジ ア 　 チ ュ バ ア ン ポ ウ 村 へ の 医 療 及 び 教 育 支 援 藤 田 守 彦

中 部 名 古 屋 み ら い Ｒ Ｃ 中 部 名 古 屋 み ら い Ｒ Ｃ 創 立 ４ 年 の あ ゆ み 伊 藤 正 樹

名 古 屋 名 駅 Ｒ Ｃ 名 古 屋 名 駅 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ の あ ゆ み 鈴 木 康 代
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西三河中分区　幹事　岡田光司

西三河中分区　ＩＭ報告
ＩＭ報告

2013 年 2 月 23 日（土）、自然科学研究機構岡崎コンファレンスセンターを会場として、西三河中分区
インターシティー・ミーティングが開催されました。

かねてより千田ガバナーからは、RI テーマ「奉仕を通じて平和を」の実践のため「青少年と平和をキーワー
ドにしたＩＭを」との熱心なご指導をいただきました。その結果、大会テーマを「平和シンポジウム－
青少年と共に－」とし、世界平和の進展に意義ある活動として、岡崎・豊田地区のロータリアンが多く
の「青少年」と「平和」について共に考え、共に学ぶ機会を作ろうと考えました。当日は、内田岡崎市長、
斎藤パストガバナー、柏木地区副幹事をはじめ、分区内９クラブ 200 名の会員に加え、岡崎市と豊田市
の２中学校より 10 名の先生と 60 名の生徒の皆さんにもご出席いただき、「奉仕の理想」を理念として
活動しているロータリアンにとっても大変意義ある会合となりました。

会議では、基礎生物学研究所の重信准教授による「生物界の共生メカニズム」の講演に続いて、岡崎市
立美川中学校の「全校で取り組むアフガン支援活動」、豊田市立藤岡南中学校の「平和に関する各国青少
年の意識調査」を生徒の皆さんに研究発表していただきました。常日頃から「平和」というテーマに正
面から向き合い地道に取り組んでいる両校の活動に、そして「平和」の祈りを込めた歌声には、本当に
深い感銘を受けました。最後は、小学校５年生のときから地雷撲滅活動を始めた柴田知佐さんに「自分
に出来ること」と題して講演していただきました。多くの日本人が、平和を享受し、平和であることが
当たり前に考えている中、自ら世界に目を向け、今現在も地雷被爆に苦しむ人々に自分ならば何ができ
るのかと提起し続ける姿には、むしろ若い世代の方々がこうした現実に対して真摯に向き合っているよ
うにも感じました。

午後の交流会では、過去のＩＭではおそらく例の無い「ノン・アルコール」の試みを採り入れました。
親睦促進にお酒の効用は否定できませんが、青少年と共有した心洗われる新鮮な気持ちと有意義なひと
ときの余韻は大切にできたように思いました。

両校中学生の皆さんと柴田さんには、昼食会場を別に用意し、ロータリアンが司会役となって、午前の
会議に続いて「平和」について熱心なディスカッションが行われました。

「家庭の平和」「地域社会の平和」「世界の平和」と平和のかたちは様々ありますが、平和の実現には、幾
多の試練や障壁があるにせよ、それに関わる人たちの心の持ちようが大きく作用すると思います。そん
な意味からも、若い世代の皆さんに「平和」を考える機会を提供し、併せて私たちロータリアンにとっ
ても、世界平和を希求する奉仕活動への思いを新たにできたＩＭとなりました。

テ ー マ

日 時

場 所

平和シンポジウム－青少年と共に－

平成２５年２月２3 日（土）　9：00 〜 14：00

自然科学研究機構岡崎コンファレンスセンター

▲平和研究発表を行う美川中の生徒たち ▲平和の祈りを込めて歌う藤岡南中の生徒たち▲聴衆の心に届いた地雷廃絶にかける想い
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西尾張分区　分区幹事　小島 洋一

西尾張分区　ＩＭ報告
ＩＭ報告

本年度の西尾張分区 Intercity Meeting は稲沢ロータリーのホストにより、今年度の分区テーマ「育もう
分区の友情」のもと、462 名全員の登録をいただき開催いたしました。

千田ガバナーの被災高校生支援の方針を受け、ちょうど 2 年を迎えようとするタイミングでの開催とい
うこともあり、今回の IM を今一度東日本大震災を考える機会ととらえ開催させていただきました。また
10 月には分区の友情を育むとともに、東日本大震災を支援する意味合いからチャリティー分区ゴルフ大
会を開催し、この IM につなげてまいりました。

第一部は服部孝根ガバナー補佐の点鐘で始まり、物故会員への黙祷、大野邦英 IM 実行委員長の

開会の言葉、稲沢 RC 児島秀光会長の歓迎の言葉、出席者の紹介、服部孝根ガバナー補佐の挨拶と続き
大野実行委員長の講師紹介から特別講演に移りました。

講師には河北新報社の加藤伊佐雄取締役をお迎えし「東日本大震災・東北は今」と題して講演をいただ
きました。前半は地元報道機関である河北新報社の編集による DVD を放映して、改めて東北各地の震
災当時の被害の状況を見ていただきました。加藤取締役の講演では 2 年が経過しようとする今、まだ 30
万人以上の方が避難生活を続けている現状、被害があまりにも広範囲にわたり神戸のような急速な復興
は望むべくもないなか、徐々に人々の意識の中から風化が進んでいるのが何より懸念されるとのお話を
いただきました。

講演終了後、講師の加藤様立会いのもと中日新聞社会事業団を通じ東北復興支援のための義援金 100 万
円を贈呈いたしました。

その後、次年度小島三男ガバナー補佐の紹介及び挨拶、次年度ホスト一宮中央 RC の紹介及び柴田裕市
会長エレクトの挨拶の後、稲沢 RC 岡田義夫会長エレクトの閉会の言葉、服部孝根ガバナー補佐の点鐘
で第一部を終了いたしました。

18 時 15 分からの第二部懇親会は、2 月 22 日に開催された「国府宮はだか祭り」のビデオ上映、稲沢
のご当地アイドル LOVE ♡ INA30（ラヴィーナサーティ）によるオープニング曲の後、本多満地区筆頭
副幹事の乾杯で幕を開けました。この懇親会でも東北支援の一環として、各テーブルに東北地方の地酒
を配し、名鉄ニューグランドホテルのご協力により「芋煮」等東北地方の食材をふんだんに使った特別
メニューをお楽しみいただきました。また、休憩時間および懇親会の間には、東北アンテナショップ「東
北産直プラザ　みちのく屋」若林様の協力による物産展を行ったところ、多くの皆様にご協力をいただ
き盛況の裡に完売となりました。

何かと不手際もありご迷惑をお掛けいたしましたが、東日本大震災への今後の更なる支援へのきっかけ
としていただけたのではないかと自負いたしております。

最後に西尾張分区の皆様の友情に感謝申し上げ報告とさせていただきます。

ありがとうございました。

テ ー マ

日 時

場 所

育もう分区の友情

平成 25 年 3 月 2 日 ( 土 )　16:00 ～ 20:00

名鉄ニューグランドホテル

河北新報社 加藤取締役講演 服部ガバナー補佐挨拶 東北物産展
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第 2760 地区のロータリークラブでは、独自に facebook ページを立ち上げて活用されているところがあり
ます。今回は、その中で、特に積極的に運営されている、名古屋大須ロータリークラブと、豊田三好ロータリー
クラブの facebook ページをご紹介します。

名古屋大須ロータリークラブさんのfacebookページ！
まず、検索サイト（Google 等）で「名古屋大須ロータリークラブ　facebook」で検索してみて下さい。
もしくは、下記のアドレスを直接覗いて下さい。

http://www.facebook.com/osu.rotary

ご覧いただくには、facebook に登録する必要がありますが、無料ですので試して下さい。そして、ご覧
下さったら、上部にある「いいね！」ボタンをクリックして上げて下さい。各記事にも「いいね！」ボタ
ンがありますので、気に入ったらそれを押して下さい。「いいね」ボタンを押して下さったことによって、
このページが皆さんの facebook にも反映され、関係者を支援していただくことになります。

この「名古屋大須ロータリークラブ facebook ページは、デザインがとても良いと思います。特に、写真
がセンス良く撮られていますので、クラブメンバーの中に写真の心得がある方がいらっしゃるのでしょう。
また、一部の記事は名古屋大須ロータリークラブの HP にもリンクされていますので、より詳しい情報は、
HP から提供出来るように配慮されています。クラブメンバー向けの記録掲載がメインですが、一般の方
がご覧になっても充分にクラブ活動をご理解いただけるデザインになっています。ロータリークラブが行
う facebook 活用の模範例のような facebook ページです。内容も楽しみな facebook ページです。

豊田三好ロータリークラブさんのfacebookページ！
前述と同様に、まず一度、実物をご覧下さい。

https://www.facebook.com/toyotamiyoshiROTARY

この「豊田三好ロータリークラブ facebook ページ」は、手作り感のある温かな感触の facebook です。内
容はクラブ活動の記録が主になっています。特筆すべきものの一つに、999 回例会で、商工会青年部の方
を講師に招かれて「facebook の楽しみ方」と題する卓話をされている紹介記事がありました。この記事
一つでも、このクラブがソーシャルネットワークに前向きに取り組んでいる姿勢が解ります。また、市長
さんや青年会議所のメンバーにも卓話をお願いされていることからも、地域に密着された活動が伺える内
容になっています。

次のページに、2013 年 3 月 27 日現在の両クラブの facebook ページの一部を掲載します。印刷物になり
ますので、すこし小さくなって読みづらいかもしれませんので、是非実物も見て下さい。

No,よもやま話広報・雑誌
委員会の 12

地区広報・雑誌委員会
委員長：硲伸夫（豊田西）　副委員長：佐久間武美（豊橋北）　山口眞（名古屋中）　池森由幸（名古屋千種）
委　員：堀尾明史（尾張中央）　川澄哲裕（半田南）　城野八代江（名古屋名駅）　深石公彦（岩倉）
　　　　岡田邦義（岡崎）　松崎美都子（名古屋守山）　山川克彦（名古屋みなと）　
河村嘉男＜ロータリーの友地区代表委員＞（小牧）

地区内クラブが運営している facebook ページをご紹介します。
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▼名古屋大須ロータリークラブ　facebook ページ ▼ 豊田三好ロータリークラブ facebook ページ
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クラブ名

会員数 会員数 会員数 当月
女性

入会 退会 例
会
数

2 月

出席率
2012年 
7 月１日

2012年 
7/1 女性

2013年 
2 月末日 2 月 累計 2 月 累計

東
名
古
屋
分
区

名古屋北 85 0 93 0 0 11 0 3 5 96.65%
名古屋東 87 0 86 0 3 5 0 6 3 88.84%
名古屋守山 48 2 49 2 0 2 0 1 4 98.53%
名古屋和合 104 0 104 0 0 3 0 3 4 87.68%
名古屋名東 59 7 62 7 2 3 0 0 4 92.00%
名古屋名北 39 4 37 4 0 0 0 2 4 98.53%
名古屋千種 39 3 37 3 0 1 0 3 4 94.22%
名古屋昭和 50 0 50 0 0 2 0 2 3 86.54%
名古屋錦 32 8 33 9 0 2 0 1 4 84.53%
名古屋東山 32 3 34 4 0 2 0 0 4 93.38%
名古屋葵 25 0 24 0 0 0 0 1 4 58.33%
11RC 600 27 609 29 5 31 0 22 89.02%

東
三
河
分
区

豊橋 119 3 121 3 0 3 0 1 4 91.19%
蒲郡 58 0 57 0 0 3 1 4 4 90.42%
豊橋北 83 4 79 4 1 1 2 5 4 94.08%
豊川 71 1 70 1 0 1 0 2 4 96.00%
田原 45 1 45 1 0 1 0 1 4 94.93%
豊橋南 59 0 59 0 0 0 0 0 3 93.95%
新城 47 1 46 1 0 0 0 1 4 87.90%
渥美 30 0 33 0 0 3 0 0 4 84.68%
奥三河 15 3 15 3 0 0 0 0 4 89.29%
豊川宝飯 57 3 58 3 0 1 0 0 4 94.75%
豊橋ゴールデン 61 0 65 0 0 4 0 0 3 97.29%
田原パシフィック 53 2 53 2 0 1 0 1 3 84.03%
豊橋東 40 0 42 0 0 2 0 0 4 88.60%
13RC 738 18 743 18 1 20 3 15 91.32%

西
三
河
中
分
区

岡崎 89 2 89 3 0 5 0 5 4 100.00%
豊田 80 0 84 0 1 7 0 3 4 99.36%
岡崎南 91 2 95 2 0 4 0 0 4 98.87%
豊田西 99 0 98 0 0 2 1 3 3 96.00%
岡崎東 62 0 62 0 0 1 0 1 3 95.40%
豊田東 74 0 73 0 1 3 0 4 4 94.06%
岡崎城南 69 0 71 0 0 2 0 0 4 97.70%
豊田三好 19 0 22 0 1 5 0 2 3 95.24%
豊田中 43 6 44 6 0 2 0 1 4 88.25%
9RC 626 10 638 11 3 31 1 19 96.10%

西
三
河
分
区

刈谷 91 4 94 4 1 5 0 2 3 100.00%
安城 58 3 58 4 0 1 1 1 4 95.69%
西尾 73 2 75 2 0 3 0 1 4 98.05%
碧南 68 3 66 3 0 2 0 4 4 99.21%
一色 32 0 30 0 0 2 0 4 4 99.07%
高浜 34 2 34 2 0 0 0 0 4 100.00%
知立 62 0 62 0 0 2 0 2 4 100.00%
西尾 KIRARA 58 0 58 0 0 0 0 0 4 100.00%
三河安城 66 6 65 6 0 0 0 1 4 95.69%
9RC 542 20 542 21 1 15 1 15 98.63%

会員数及び出席報告（平成 25 年 2 月末）

クラブ名

会員数 会員数 会員数 当月
女性

入会 退会 例
会
数

2 月

出席率2012 年 
7 月１日

2012 年 
7/1 女性

2013 年 
2 月末日 2 月 累計 2 月 累計

南
尾
張
分
区

半田 64 3 63 3 1 2 0 3 4 98.73%
常滑 42 0 41 0 0 2 0 3 4 94.82%
東海 49 2 52 2 1 6 0 3 4 97.60%
東知多 21 1 21 1 0 1 0 1 4 71.55%
半田南 39 1 37 1 0 0 0 2 4 97.22%
知多 24 0 26 1 0 3 0 1 3 85.11%
大府 16 1 19 2 0 3 0 0 4 65.00%

7RC 255 8 259 10 2 17 0 13 87.15%

西
尾
張
分
区

一宮 90 0 90 1 2 6 0 6 4 98.08%
津島 70 4 71 4 0 1 0 0 4 98.87%
尾西 22 1 21 1 0 1 0 2 3 93.65%
一宮北 40 2 39 2 0 0 0 1 4 95.75%
稲沢 57 0 57 0 0 2 0 2 4 90.51%
あま 77 1 78 1 0 1 0 0 3 97.56%
名古屋清須 31 0 30 0 0 0 0 1 3 97.22%
尾張中央 34 0 33 0 0 1 0 2 4 94.82%
一宮中央 48 7 44 8 0 1 0 5 4 94.89%

9RC 469 15 463 17 2 13 0 19 95.71%

東
尾
張
分
区

瀬戸 60 3 61 5 0 6 0 5 4 96.19%
犬山 60 1 61 1 0 3 0 2 4 100.00%
江南 46 1 48 1 0 3 0 1 4 93.27%
小牧 32 2 30 2 0 0 0 2 4 90.83%
春日井 52 3 53 3 0 3 0 2 4 98.11%
尾張旭 26 1 28 1 0 3 0 1 4 97.32%
名古屋空港 57 3 58 3 0 1 0 0 3 100.00%
瀬戸北 68 7 72 7 1 4 0 0 4 100.00%
岩倉 17 2 17 2 0 0 0 0 3 90.20%
名古屋城北 32 3 31 4 0 2 0 3 4 97.31%
愛知長久手 20 4 22 5 0 2 0 0 4 96.43%

11RC 470 30 481 34 1 27 0 16 96.33%

西
名
古
屋
分
区

名古屋 184 0 188 0 2 14 1 10 4 90.97%
名古屋西 93 0 99 0 0 8 0 2 4 93.29%
名古屋南 114 0 121 0 1 10 0 3 3 95.33%
名古屋みなと 68 0 68 0 0 2 0 2 4 100.00%
名古屋東南 80 9 82 9 0 3 0 1 4 87.57%
名古屋中 137 0 138 0 1 6 0 5 3 98.68%
名古屋瑞穂 63 0 64 0 0 2 0 1 4 96.11%
名古屋大須 61 6 64 7 0 4 0 1 4 90.03%
名古屋栄 76 0 83 0 0 9 0 2 3 90.92%
名古屋名南 59 7 55 7 0 0 0 4 4 94.83%
名古屋名駅 84 8 87 8 0 5 0 2 4 97.33%
名古屋丸の内 45 4 46 4 4 5 1 4 4 95.37%
中部名古屋みらい 28 8 28 8 0 0 0 0 4 83.33%

13RC 1,092 42 1,123 43 8 68 2 37 93.37%

地区内クラブ数　８２ＲＣ

2012 年 7 月１日会員数 4,792 名 内女性 170 名 増加会員数（累計） 222 名

2013 年 2 月末会員数 4,858 名 内女性 183 名 減少会員数（累計） 156 名

当月平均出席率 93.45% 差引純増会員数（累計） 66 名

クラブ 平均

平均出席率 82 93.45％

2 月
入 会 退 会 純 増

23 名 7 名 16 名




